
 

令和６年度 副市町長防災セミナー 
『実効性のある被災者支援対策の実施に向けて～災害関連死を減らすには～（仮）』 
 

    

 

 

【講師】 

 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 

准教授  松川
まつかわ

 杏
あん

寧
な

 氏 

 

 【プロフィール】 

2013 年４月 同志社大学 研究開発推進機構 特定任用研究員 

2014 年４月 同志社大学 研究開発推進機構 特定任用助教 

2016 年４月 人と防災未来センター 研究部 研究員 

2020 年４月 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 災害過程研究部門 特別研究員 

2023 年４月 兵庫県立大学大学院 減災復興政策研究科 現在に至る 

 

【防災関係委員歴】 

  ・地域安全学会 理事 

  ・吹田市 防災会議委員 

  ・犯罪社会学会 研究委員会 

  ・岡山県 地区防災計画等作成推進協議会へのアドバイザー 

  ・滋賀県 女性の参画による防災力向上検討懇話会員   他多数 

 

【その他】 

 修士（社会学）、博士（社会学） 

 

    
  

日 時：令和６年 10 月 30 日（水） 

14：00～16：30 

場 所：TKP 広島本通駅前カンファレンスセンター  

ホール４Ｄ会議室 

（広島市中区紙屋町 2丁目 2-12 信和広島ビル） 

対象者：県内副市町長（危機管理責任者） 

 

1984 年生まれ。同志社大学大学院社会学研究科で博士の学位取得後、

人と防災未来センター、防災科学技術研究所を経て現職。専門は犯罪社会

学、福祉防災学。2011 年の東日本大震災までは環境犯罪学による犯罪予

防について研究していたが、3.11 以降災害の分野へ。地域住民による犯罪

予防や災害時要配慮者の防災対策、避難所研究など、地域コミュニティや

脆弱性の高い人々を主な研究の対象としている。 

』■


